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今回ご紹介した他にも調査相談（レファレンス）事例をホームページに多数ご紹介しています。 

【群馬県立図書館ホームページ＞調査相談＞調査相談事例・郷土人物データベース】 

お問い合わせ：群馬県立図書館 〒371-0017 前橋市日吉町 1丁目 9-1 電話：027-231-3008 

Question 
菊池寛の小説『入れ札』は国定忠治が題材となっていますが、菊池寛がこの『入

れ札』を書いた背景・きっかけが知りたいです。 

Answer 
菊池寛（1888-1948）は香川県出身の小説家・劇作家で、『忠直卿行状

記』や『真珠婦人』、『父帰る』等数々の著名な作品を残しています。また、雑

誌「文藝春秋」を刊行し文藝春秋社を創業する等、実業家としての一面も持

ち、芥川賞や直木賞等の創設にも携わりました。 

寛が『入れ札』を発表したのは 1921（大正 10）年で、雑誌「中央公論」

に掲載されました。同年には戯曲も発表され、1926（大正 15）年に初演さ

れています。 

寛が『入れ札』のテーマを得たきっかけは『現代小説選集』編纂作業中の出

来事でした。この選集は田山花袋・徳田秋聲の功績を記念して刊行することに

なったもので、当時を代表する小説家 30名程を選ぶことになりました。島崎

藤村や谷崎潤一郎、芥川龍之介ら 20名程は異論なく決定したものの、残りの

人選に難航。特に長田幹彦を選定するかどうかで揉めたそうで、最終的には無

記名による投票によって決着するというなんとも後味の悪いものでした。文壇

関係者が占める編集委員の中には長田幹彦本人や流行の盛りを過ぎたとみられ

る作家も混じっており、自分たちで“当時を代表する”作家を選ぶのは酷なこ

とだったでしょう。無記名投票を提案したのは寛だったようですが、寛は異論

なく決定した 20名に入っていました。決着後、寛はその場に居合わせた久米

正雄に「…あれで一つの主題を得たよ。いづれ書く。」と宣言し、完成した作

品が『入れ札』でした。 

この一件に関しては、寛はもちろん、後に久米正雄や長田幹彦も自著の中で

語っていますが、状況には多少食い違いがあるようです。 
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